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 ６月２１日に中野サンプラザ（東京

都）で全国シルバー人材センター事業

協会（全国のシルバー人材センター（以

下、「シルバー」と記述します。）、連合

会を会員とする組織）の定時総会が開

催されました。平成３０年度の事業計

画・収支予算の報告並びに平成２９年

度の事業報告・決算承認、役員の選任

及び総会決議の各議案が審議され、議

案は、すべて賛成多数で可決されまし

た。 

なお、総会決議の件は、「『生涯現役

社会』を実現するシルバー人材センタ

ーの決意と支援の要望」として、「補助

金の確保」、「公共からの事業発注の確

保」及び「剰余金を収支変動に備えた

資金や運転資金として積み立て可能と

する見直し」を、全国のシルバーが、

一斉にその市区町村等に要望すること

となります。当センターからの要望等

の状況は、後日、報告する予定です。 

６月１９日には、山口県シルバー人

材センター連合会（県内１４のシルバ

ーと連合本部で構成する組織）の定時

総会も開催されています。平成３０年

度の事業計画・収支予算等の報告の後、

平成２９年度の事業報告・決算承認、

定款の一部変更、役員の報酬等に関す

る規程の一部改正及び役員選任の５議

案が審議され、いずれも賛成多数で可

決されました。 

 

 

 全シ協の定時総会の翌日、東京駅近

くのサンピアタワーにおいて、ＮＲＩ

社会情報システム株式会社（シルバー

の財務会計処理や運営管理を行うシス

テムを提供する会社）の顧客セミナー

が開催されました。講師は、資生堂ジ

ャパン(株)の池山さん、(株)野村総合

研究所の坂田さん、ＮＲＩ社会情報シ

ステム(株)の星さん３名でした。 

１人目の講師の池山さんは、本題に

入る前の導入部分で、御自身の一人住

まいのお母さんとシルバーの関わりに

ついてお話しされました。多少のリッ

プサービスがあるとは思いますが、お

母さんがシルバーに仕事（庭木の剪定

等）を頼むのは、安くて丁寧なことに

加えて、「感じがよい」からだそうです。

良い印象は、大切だなと改めて感じま

した。職員、会員とも接遇研修等を通

じて「感じよさ」を身につけることが

必要だと思いました。本題（高齢者と

地域をつなぐ資生堂の取り組み～「外

出したくなる」をサポートするサービ

ス～）では、美容や化粧（身だしなみ）

を通じて、フレイル（身体的、精神的、

社会的な虚弱）を予防し、健康で長生

きすることの研究成果を、介護施設に

おける美容教室等の事例を挙げながら

お話しされました。また、シルバーと

共同で実施した美容教室等では、参加

した女性から、「前向きな気持ちになっ

た。」や「お出かけしたい気持ちになっ

た。」との感想があったそうです。当セ
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ンターでもこのような教室を開催し、

女性会員の就業意欲を高めるとともに、

新規の女性会員の確保ができればと思

いました。 

 ２人目の講師からは、「暮らし方・考

え方の変化にシルバー人材センターは

どう応えるか～シェアリングエコノミ

ーに学ぶ事業機会～」と題するお話で

した。シェアリングエコノミーとは、

空いているモノ、空間（スペース）、ス

キル（ヒト）を他人とシェア（分けあ

う）することです。例えば、モノのシ

ェアとは、自動車を必要な人が必要な

時間だけ有料で利用するサービス等が

あります。空間のシェアとは、最近の

民泊に関するニュース等で有名になり

ましたが、「Ａｉｒｂｎｂ（エアビーア

ンドビー）」に代表される空き部屋を宿

泊客に提供するサービス等があります。

スキルのシェアとは、「タスカジ」等の

家事代行のサービス等があります。前

述のシェアリングエコノミー企業とシ

ルバーは、ヒトのスキルをシェアする

点、スキルの利用者と提供者の間に仲

介者として入ってマッチングを行い、

手数料を徴収する点が類似していると

の指摘がありました。そう指摘される

と、シルバーが先進的なビジネスモデ

ルに思えてきました。今後は、特にス

キルのシェアを行う企業を注視しなが

ら、シルバー事業展開の参考やこれら

企業とのコラボも考えていく必要があ

るのかもしれません。 

 ３人目の講師からは、「シルバー世代

の人材活用に関するアンケート」の報

告がありました。特に、情報源として

インターネット利用が、新聞を抜いて、

テレビに次ぐ第２位であることやスマ

ートフォンの利用が上昇している等の

集計結果を聞いて、ホームページの活

用を更に進める等の時代に合った情報

発信に努めなければならないと感じま

した。 

 

 

 ６月２５日午後２時から当センター

２階会議室で、平成３０年度第３回理

事会を開催しました。審議事項等は次

のとおりです。 

１ 平成３０年度収支補正予算の件 

  平成２９年度収支決算により当該

年度の「一般正味財産期末残高」が

１４１５万６６３１円となったため、

平成３０年度収支予算の「一般正味

財産期首残高」との差額１５７万８

３１０円を増額するもので、審議の

結果、原案どおり承認可決されまし

た。 

２ 正会員入退会承認について上程し、

審議の結果、５人の入会を承認可決

しました。 

 

 

１ 平成３０年度会費の納入 

  平成３０年度会費（２，４００円）

の納入期限は、５月３１日でしたが、

未納の方がいらっしゃいます。早急

に納入をお願いします。 

２ 会報編集委員募集 

  年２回発行する会報誌「銀麗」の

編集委員を２名募集しています。応

募・問い合わせは、事務局（☎８４-

０４４８）までお願いします。 

 

 

【表面も見てください！】 
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